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№

3 かしはら市議会だより

平
成
２８
年
度
橿
原
市
共
有
財
産
処

分
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

平
成
２８
年
度
橿
原
市
上
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定

平
成
２８
年
度
橿
原
市
下
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定

報

告

平
成
２8
年
度
橿
原
市
健
全
化
判
断

比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告

平
成
２8
年
度
橿
原
市
土
地
開
発
公

社
の
経
営
状
況
の
報
告

予
算
案
件

平
成
２９
年
度
橿
原
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

新
分
庁
舎
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
シ
ス
テ
ム
改
造
業

務
等
委
託
料
、
総
合
窓
口
業
務
委

託
料
及
び
平
成
２９
年
度
か
ら
平
成

３２
年
度
ま
で
の
総
合
窓
口
業
務
等

委
託
事
業
の
債
務
負
担
行
為
を
削

除
す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
修
正

可
決
さ
れ
た
。

決
算
案
件

平
成
２８
年
度
橿
原
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

討

論

　

次
の
議
案
に
つ
い
て
討
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

橿
原
市
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

条
例
の
制
定日

本
共
産
党

新
分
庁
舎
と
公
費
に
よ
る
ホ
テ

ル
の
複
合
施
設
に
は
一
貫
し
て
反

対
し
て
お
り
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ル
ー
ム
は
そ
れ
に
起
因
す
る
。
公

の
施
設
は
市
が
直
営
管
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
条
文
は

指
定
管
理
に
よ
り
外
部
委
託
を
す

る
も
の
で
あ
る
。
直
営
で
行
う
べ

き
で
あ
り
反
対
す
る
。

平
成
２９
年
度
橿
原
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

自
由
民
主
党

　

シ
ス
テ
ム
改
造
委
託
料
は
、
女

性
の
活
躍
推
進
等
に
対
し
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
の
記
載
充
実

の
た
め
の
も
の
で
国
の
補
助
も
確

保
さ
れ
て
お
り
必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
総
合
窓
口
業
務
は
委
託
す
る

こ
と
で
、
臨
時
職
員
と
比
べ
、
３

年
契
約
に
基
づ
き
安
定
的
で
、
繁

忙
期
・
閑
散
期
な
ど
の
業
務
量
の

増
減
に
合
せ
適
切
な
人
員
体
制
を

組
む
こ
と
が
で
き
る
。
総
務
省
は

指
針
等
で
、
積
極
的
な
事
務
改
革

の
推
進
に
努
め
る
こ
と
を
求
め
て

お
り
、
本
事
業
は
必
要
と
判
断
し
、

修
正
案
に
反
対
し
、
原
案
に
賛
成

す
る
。

平
成
２８
年
度
橿
原
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

自
民
党

　

畝
傍
夜
間
中
学
校
の
職
員
室
の

パ
ソ
コ
ン
は
、
備
品
登
録
は
８
台

だ
が
実
態
は
１０
台
使
用
し
、
年
間

１０
回
程
度
、
修
理
し
た
領
収
書
が

あ
る
。
支
出
に
際
し
担
当
部
局
が

精
査
し
た
か
疑
問
で
あ
る
。　

　

超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
事
業
は
、

３
月
議
会
で
指
摘
が
あ
っ
た
が
、

６
月
、
９
月
議
会
で
も
何
ら
意
思

表
示
が
な
い
。
こ
の
事
業
が
実
際

機
能
し
て
い
た
か
疑
義
が
生
じ
る
。

　

万
葉
ホ
ー
ル
に
入
店
し
て
い
る

レ
ス
ト
ラ
ン
の
市
に
提
出
し
て
い

る
収
支
報
告
を
検
証
す
る
と
、
市

は
家
賃
８５
％
減
免
申
請
を
認
め

て
い
る
。
報
告
内
容
で
は
年
間

１
０
０
万
円
前
後
の
赤
字
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
分
庁
舎
１

階
に
開
店
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
を
中

南
和
地
区
１
位
の
飲
食
店
を
目

指
す
と
い
う
内
容
も
あ
り
、
万
葉

ホ
ー
ル
に
入
店
し
て
い
る
レ
ス
ト

ラ
ン
の
報
告
書
に
も
疑
問
が
生
じ

る
。
よ
っ
て
反
対
す
る
。

錬
政

　

厳
し
い
財
政
状
況
に
お
い
て
も
、

待
機
児
童
解
消
を
図
る
た
め
取

り
組
み
、
子
育
て
支
援
と
し
て
は
、

通
院
に
対
す
る
医
療
費
の
助
成
対

象
範
囲
を
小
中
学
生
ま
で
拡
大
し

た
。
ま
た
地
元
中
小
企
業
へ
の
緊

急
融
資
の
継
続
や
創
業
支
援
融
資

の
新
設
、
都
市
基
盤
整
備
事
業
と

し
て
は
医
大
移
転
に
伴
う
道
路
整

備
、
橋
梁
の
長
寿
命
化
工
事
な
ど

も
取
り
組
ん
だ
。
各
種
基
金
へ
の

積
立
て
を
積
極
的
に
実
施
し
、
起

債
残
高
も
着
実
に
減
少
さ
せ
財
政

健
全
化
に
取
り
組
ん
だ
。
決
算
特

別
委
員
会
で
委
員
か
ら
様
々
な
意

見
や
要
望
が
出
た
が
、
そ
れ
ら
を

真
摯
に
受
け
と
め
、
今
後
の
市
政

に
反
映
し
、
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
引
き
続

き
努
力
す
る
こ
と
を
願
い
賛
成
す

る
。

日
本
共
産
党

　

経
常
収
支
比
率
が
高
く
、
財
政

の
硬
直
化
が
進
ん
で
い
る
。
類
似

団
体
と
比
較
し
て
も
下
位
に
位
置

す
る
。
住
民
の
福
祉
の
増
進
に
努

め
る
こ
と
を
優
先
す
べ
き
で
、
不

要
不
急
の
大
型
公
共
事
業
開
発

を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
子
ど

も
の
教
育
環
境
を
整
え
る
た
め

エ
ア
コ
ン
設
置
は
早
期
実
施
す
る

こ
と
。
地
域
活
性
化
の
た
め
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
や
、

安
心
し
て
外
出
・
移
動
で
き
る
市

公
共
交
通
路
線
の
拡
充
な
ど
、
市

民
の
暮
ら
し
、
福
祉
、
教
育
重
点

の
施
策
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
こ

と
を
提
案
し
て
反
対
す
る
。

平
成
２８
年
度
橿
原
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

日
本
共
産
党

　

被
保
険
者
全
員
に
正
規
の
保
険

証
が
交
付
さ
れ
て
い
な
い
。
法
的

軽
減
措
置
も
し
て
い
る
が
支
払
い

額
は
限
度
を
超
え
て
い
る
。
平
成

３０
年
４
月
１
日
ス
タ
ー
ト
の
国
民

健
康
保
険
の
県
単
位
化
に
よ
り
保

修
正
可
決

否
決
議
案


